　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当初予算主要事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育委員会　１３頁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化財保護室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(２２４－２９９９)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【予算額 ９７，７３７千円】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　
	地域の貴重な文化財について、所有者や地域住民等から活用方策の提案を受け、修復のうえ、公開・活用を推進します。また、国史跡斎宮跡について史跡東部の整備や史跡全体の活用をはかっていきます。


	①　活かそう地域文化提案事業

　地域からの提案【県が50％以内を補助】＋文化財の整備・修理【国が0～80％、県が10～50％を補助】
（概要）

○文化財の所有者や住民・ＮＰＯによる自主的な提案の中から、文化財としての価値を活かした魅力的な地域づくりの活動を認証委員会等で認証。

○認証された事業については、当該文化遺産の修復とを対にした補助をする等により、基盤を整備。
（実施方法）







	②　こころのふるさと斎宮づくり事業

三重を代表する「こころのふるさと」として国史跡斎宮跡の整備・活用をめざします
（概要）

○式年遷宮に向けて国史跡斎宮跡を整備するために、整備基本計画を策定するとともに、解説員としての発掘調査ガイドを育成。
（実施方法）

・史跡斎宮跡東部の発掘調査や詳細な地形測量。

・成果を検討する「調査指導委員会」と、整備方針についての基本的な検討を行う「みんなでつくる斎宮検討会(仮称)」を設置。

・発掘調査現場における最新情報を来訪者に対して発信できるように、発掘調査ガイドを養成。






文化財を活かした


こころのふるさと三重づくり事業





地域の文化財









































●復興等、地域からの提案活動を支援


●文化遺産の整備・修理等に補助





活かそう地域文化


提案事業として認証


復興や再生・利活用等の完成を契機として伝統文化や郷土愛が強まる提案を認証





たとえば　・廃れた伝統芸能を高齢者から学び、再現する


　　　　　・ＰＴＡと連携して身近な天然記念物の保護を小学校の総合学習に併せて実施する


　　　　　・枯れかけている巨樹の施肥等を地域で協力して行う　　　　　　　　など





所有者やＮＰＯ


からの提案


・伝統文化等の復興


・自主的で具体的な提案








